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夫禽高槻　保健室

あけまして嶺の響こうききいます。 「一年の軸は元旦にあり」ということばが

ゐIほざ。物事をやl随富するにはまず最初に計画を立ててから奥行オペ毒.

という意味です。受験組強で忙しい人も多いと思い手車が.ゴールきる窮めには

ペース配分が大同。黒種の拭い日々を遮れるよう.もう一席手工ヤクして弾ましょう。

勉強磨けでは吟<優麻子エツクも恵地車に。

失調の兜を浴びる

もめずカサ馨に襲護憲∠

§

晩ごほんを
早め(詰責ませる

マスクには優雅劾塊がめり決すが、唇と

マスクがこすれて摩擦が生じ、嫁が路標し

やすくなると寒もめりますo

薄縁敬欝駁薙辣鯨かずれず億の対処欝翰笹鵠乾薬殺竣
●唇をなめない

●啓にリップクリ-ムを捻る

●　ビタミンを綾取する 董惑競る竃
(ビタミンβ群やCが不足すると粘義勝の水分を慌てなくなる)
→水分を・とろ　く水分不足だと乾既しやすくなる)

●色別塾を加湿する

篭蟹珍　酬-
軽重慶事

朝起きたら太陽の光を浴

置中の軽い運動も㊨

メ葉ク夕食は早めに済ませる

、彰’ぉ風雲でリラックス

。野蒜だ霊霊宝。
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無事堕せす、朝型のリズムを作りましょうo

〃細事〇回

くしゃみ・農水は効く

リボ、

ぬるめの

お風呂に汝かる

精密軸的即しズ(脚鯖ン捧涯つl曙

新型コロナウイルス感染症については年始から全国的に

感染が拡大し奄美においても感染が拡大している状況

です。

令和4年1月7日時点で,オミクロン株については厚生

労働省より以下の見解が示されています。

1.感染性については従来株より高い可能性がある。

2.重篤度については十分な疫学情報がなく不明であ

る。

3。再感染やワクチン効果について,再感染リスク増加

の可能性がありずまたワクチンの効果を弱める可能

性がある。

国立感染症研究所によりオミクロン株は各地域において

海外渡航歴がなく,感染経路不明である感染者が確認

されています。基本的な感染予防としては,変異株であ

っても従来と同様に, 3密(密閉,密集,密接)を避けタマ

スクの善用タ手洗いの徹底,特に,冬季であることを踏ま

えたこまめな換気が推奨されています。その他にも校内

での食事の際は黙食とし,飛沫を出さない等の取り組み

が必要です。 -人一人が「かからない」「うつきない」を

心かけましょう。
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l一番原電鞘・棉釜瑳縮藤 

i-4田代細島・橋本奈々 

スーマ水で伴食索すると木が植えられます

あのお店、今宵は
営暮してるかな?

スマ球やPCを使うとすぐわかるので、

つい頼ってしまう「検認エンジン」。そこ

でオスズメなのが、 「放傭するに・びく二木、亀

SI∠1植える」准帝エンジンoね.需予言落蒜毒手‡
で∈c°Sね(ェコジア)」障、

せ前古で飽榊汚卸せ行う塩穆白線保激甚金

(こ広告収入の8o%雲辞イオしてし、さす。つ

り槍索するたびに植樹活動に青紙でさる
いうわけです。およそ4ら匡)の)扮特で舟か

希う睦禿られ、了〇年めさし)の閲に

亀イカ本以。上が●桂庵寸きれた

そうですお　耳,ひィ優って

みてくだきし、ね●
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オして一軒乎三春壇等“二㌔、
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撃を乱丁考単語喜イ,つ　て′　言阜

歩きスマネだ`ナじゃか、′

工事を葦を.オ手車_
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はさ要注意‾

に痔ごろびながらスマ井やゲーム

の画面を見て↓、ると、討つ乃尊い_麿
うちに片割き勘こ埋もれもう一方の畠

だIナで敵国を見ているごとかあります.

の状態が練<と.画面を見ている

ほうの畠は明るい光I三好れている

ぼりますが、もう偉力の負は時節

∴〔言幸弘∵∴∴〆《　」へ　∴　_二一置一　二　一一“÷7ヽ

トの尊王工手、毎分からつ蜜小五牽

く藩か孫子だ窪み、翠沸き毒を言j

申亨今　年殖やとく和上　二の

御船雅章出た旬卓二すら

(ト年号雷撃撃を放線葦雪景人

吉、奔婆二二をうな三部′¥どうか許

して訪その・なし時か㌫言膏を星亨ら
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